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く
ら
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「
足
立
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ン
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興
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」

足
立
区
の
ド
水
道
鏗
及
率
は
、
t
成
3

年
度
来
で
8
0
%
台
ま
で
進
む
見
込
み
で
す
。

ド
水
道
は
、
台
風
や
人
雨
の
時
、
巾
水

を
排
除
し
て
泌
水
を
防
ぎ
。
ト
イ
レ
を
水

洗
化
し
、
川
や
海
の
水
質
保
全
に
も

、
重

要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
、
ま
た
、

不
要
な
水
路
は
道
路
と
な
り
、
草
木
を
柚

え
て
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
出
来
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
快
適
な
都
巾
生
活
に
欠

か
す
事
の
で
き
な
い
ド
水
道
で
す
の
で
、

現
在
も
積
極
的
に
L
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

。方
、
ド
水
道
丁
事
の
現
場
か
ら
、
遺

跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
都
内

有
数
の
埋
蔵
文
化
旧
と
し
て
知
ら
れ
る
伊

興
遺
跡
で
す
。

水
い
問
地
中
に
眠
っ
て
い
た
遺
跡
は
、

今
、
私
達
に
何
を
語
り
か
け
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
太
占
の
人
々
の
息
吹
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
で
す
ね
。

こ
こ
か
ら
発
堀
さ
れ
る
遺
物
は
、
占
代

の
生
活
を
探
る
人
服
な
f

が
か
り
と
な
り

ま
す
I

こ
れ
ら
の
遺
物
は
、
足
茫
区
だ
け
で
な

く
、人
類
の
t
ほ
忝
な
文
化
遺
産
で
す
の
で
。

慎
听
に
L
聨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
L
事
日
数
も
多
く
か
か
り
、

地
域
の
皆
様
に
は
人
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

足
皿
。
区
の
文
化
財
発
川
に
貞
献
し
つ
つ
、

。
日
も
u
1
1
い
下
水
道
慳
及
率
1
0
0
%
を
目
指

し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
、
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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あなたに、快適な環境を運びます
今、地球呪瑁 鹿尿全が大きな声で籐ぱ11ています。そして私たち

の身近駄ところで水辺輿麌奄守るのが下水逎の熨F てrす。『まち』の

中のま辺は重庭のs 藕などヵらj l l J I へ、とつながってu ます。その

同で下水道により鵆牛叫こ飃豊してこそさわやかな水辺が屎たれる

のです。下の躪l でピンク色|ぽ下本査が駛j ai l t c す。 日も早

七区内の全篇で下j ( 道か便えるように・l つてt・ます。

早く水洗便所が使えるように
足 立 区 叭' F 水 道 方 式 に は 合 流 式 と 分 流 式 と

か あ り ま す 。 合 縫 式 と は 、 雨 水 と 家 庭 か ら11j ,

る 汚 水 を1 本 の 下 水 道 管 に 、 分i 蠢式 と は そ れ

ぞ れ を 別 々 のF 水 道 管 に 流 す 方 式 で す 。 た だ

し 、 分 流 式 髄 域 で も 、 足 立区 の 西 部 地 域 に つ

い て は 汚 水 先 行 方 式 を 採 川 し て い ま す 。

汚 水 先 行 方式 は 、 汚 水管 と ほl水 管 を 同 畔 にi

鳥 に 埋 設し ま す か 、? l i面 は 汚 水 管 の み を 使

拜jし て 水 洗 使 所 の 利j l j を・町 能 に し 、|=l i水 管 は

篋の 本 ポ ン プ 所 の 完 瞋 にあ わ せ て 使 用 す る と

い う 整 備 力・式 で す 。 し た か っ て 、 ポ ン プ 所 完

成 ま で の 鬨 のl l i 承 排 除 は 、 こ れ まで ど おI ) 既

存の 佃1溝 、 水 路 と14 の 排 水 場 に よ っ て 行 な い

ま す 。

こ の 方 人 は 、 熊 の 木 ポ ンプ 所 の 完 成 に 先j l

つ て 下 水 道 か 整 備 で き る こ と に 加 え 、 ポ ンプ
所 完 成 時 にl j 、 す で に 鹵 水管 は 埋 設 さ れ て い

ま す の で 、 筒 単 な 取 付l t l j : 本 で 下 水 道 に よ る

雨 水 緋 除 か 可 能 と な る な ど のi l l点 か あ りま す 。

ま た 、 ポ ンプ 所 完 成 ま での 間 、 人 痢 か 陦 、l

た と き には 、 南 水 幹 線 に・ 一時 斤 留 す る こ と に

よ っ て雨 准 の 流 出 を 抑 制 する こ と もで き ま す 。

こ の よ う に 多 く の 利 力 か あ る こ と か ら 、 汚

水 先 行 方式 に よ る 俊 備 を 遣 め る こ とに し た も

の で す。

● 分流式と合流式の区域

● 合 流 式 の 配 管

● 分流式の配管

● 分流式( 汚水先行式) の配管

● 公共下 水道普及率 の推移

上は足立区下水道計画および現況図です
( 平成4 年2 月現在)

こ の 計 画 は 、 実 施 に 摩 し 瓷 眤 に な る 嶋 合 か あ り ま す。

詳 軸 に つ い ては 、 下 記に お 胃 い 合 わ せ く だ さ い 。

東 京 都 下 水 道 局北 部建 設 事 務所 設 計 課　3605- 5651

足 立 区 土 木 部下 水 道 課　3880- 5271

凡 例
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公共 下 水道ができたら … … 助成・融資制度をご利用下さい

下水道が使えるようになりますと、その区域は水

洗化できる区域として、東京都公報に告示されます。
そして各家庭には東京都下水道局からチラシでお知

らせします 同時に、下水道料金を負担していただ
くようにもなります。

このような地域のみなさんには、告示後3 年汕内

に。くみ取り便所を水洗トイレに改造していただか
なければなりません。

これらの改造工事を行うには、相当の費用がか
かります。

そこで。足立区および東京都では、みなさんの負

担を少なくし、水洗化の普及促進を図るため、助
成や融資あっせん制度を設けています。

工事は下水道局が指定する工事店に

申

請

手

続
は

、

必

ず
工

事
着

工
前

に

し
て
く
だ
さい
。

さあ工事をしましよう

あ な た の お 宅 は?

〈公道に面している〉 〈私道に面している〉

工法等により異なりますが、奥行l m肖り
およそ卩0～17万円j かかります。

○ 条件により次の助成がうけられます。

私 道 排 水・設 備、・助 成ヽ制 度

区の助成融資制度については　土木部計画調
整課助成係へ　　03( 3880) 5208
私 道 排 水 設 備 助 成 制 度

私道を利用している家庭では、下水を公共下水道に
流すため私道に排水設備が必要になります。この排水

設備をつくる場合一定の条件のもとに区から助成金を

受けられます。

私道 整 備助 成 制 度

私 道 整 備 助 成 制 度

私道の簡易舗装を希望する方は工事費の助成か受け
ら れます,

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

水洗化工事( 水洗便所への改造、浄化槽の切り替え
排水設備の設置) にあたって、資金を一時的に支出する

のが困難な方に対して区ではー一定の条件のもとに融資

あっせんを行い、利子の一一一部を負担します。

4月|日以後の助成率及び融資利率は、上 記助成係までお問い合せ下さい。

宅地内の工事をしましょう

あなたのお宅のトイレは?

〈浄 化・ 槽〉
浄化槽の廃止工事をしましょう

・・}・● - 。al 便器! まそのま

ま使 えます?)

・で浄f 匕槽り処
理 とI、:宅 地内

歹)排水 管工 事

ミが必要 です。

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

〈く み と り〉

水 洗化 工 事を し まし ょう

便 器の交換。と

宅地 内の排水

一管工事 が必要

で す。 … …

水洗化設備資金融資あっせん利子補給制度

東京都の水洗便所助成制度

都の助成制度については　東京都下水道局
北部第一管理事務所　業務課　小菅分室へ

四a3( 3802) 6822
3月21 日 以 後 は
四 回( 5660) 6331

東 京 都 の 水 洗 便 所 助 成 制 度

くみ取り便所を水洗化する場合に、束京都から次の

ような助成金を受けられます。(必ず工事をする前に巾
請してください。手続は工事店が代行します。)

RECYCLEPAPER
森林資源を大切に


